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第１章趣旨

2001年２月、オーストラリアの劇場関係者、美術館関係者、文化行政担当者、中学.高校の国際交

流部門担当者、大学の副学長（事務総長）を対象に、オーストラリア芸術に関するイメージ調査を

行った。

今回の調査は中京大学の特定研究助成による「個人研究」（｢オーストラリア舞台芸術のイメージを

めぐる日本・オーストラリア間の落差に関する比較研究｣）として実施された。また豪日交流基金の

協力を得て初めて実現された。この紙面を借りて両機関に対して深く感謝を表しておきたい。とくに

豪日交流基金の前所長テリー・ホワイト氏、前シニア・オフィサー玉井祥子氏、現オフィサー、キャ

サリン・フニョール氏の協力に対して心から感謝申し上げる。

時間を遡るが、1998年夏、豪日交流基金から日本におけるオーストラリア文化のイメージ調査の依

頼があった。限られた時間と予算を前提とするもので引き受けるについては迷いがあった。しかしこ

れまでのオーストラリア政府の協力に感謝する意味でお役に立ちたいという思いと、オーストラリア

の劇場研究のプラスになるかもしれないという気持ちから引き受けることにした。調査の結果は『日

本におけるオーストラリア芸術のイメージ調査』（オーストラリア大使館文化部出版）としてまとめ

られた。翌年にはその追跡調査（第二次調査）を実施し、日本におけるオーストラリア文化政策への

提言という形で「第二次レポート」（finalreport）を作成した。この二つのレポートはオーストラリ

ア議会にくAndoreport〉として提出され、豪日交流基金の活動実績として評価されることになった

が、筆者にとっては望外の名誉であった。

さて、オーストラリアの芸術文化を日本で普及させるための調査をオーストラリアにおいて実施す
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るのはなぜか。開拓すべきマーケット（市場）は日本ではないのか。この疑問に答える必要がある。

芸術文化の輸出入（貿易）は一般の商品取引と異なり、社会貢献活動と言うべきだろう。たとえ

ば、日本でオーストラリアの芸術文化として普及しているものに、工芸品ではオパールを使ったアク

セサリー、音楽ではアボリジニの伝統音楽がある。しかし'998年の「オーストラリア年」では、絵画

展やオーストラリアのバレエ（ダンス)、クラシック音楽が紹介された。オーストラリア大使館とし

ては伝統的芸術ジャンルにおいても欧米に負けない水準にあり、できれば今後オーストラリアの美術

品の展示会や舞台の招贈公演を企画してほしいという期待があった。欧米に対する対抗意識も強く感

じられたが、結果として日本はその期待には応えられなかった。その矢先、貿易省は世界に配置され

ている大使館に対してアートマーケットの現状報告を求めた。筆者に依頼されたイメージ調査はこう

した背景から実施された。筆者はオーストラリア大使館と豪日交流基金のスタッフとも相談して、限

られた時間と予算の範囲でもっとも有効な調査方法を検討した。筆者としては単なる調査に終わらな

いものにするために、第二次調査を含む調査デザインを提案した。豪日交流基金所長だったテリー・

ホワイト氏はこれを高く評価してくれた。筆者は玉井祥子氏と協力して、直ちに調査を実施した。そ

の結果、本国政府への報告が間に合ったことは言うまでもないが、意味のある調査になったものと自

負している。調査で判明したことは多々あるが、例えば映画分野の広報が不足していること、日本の

マーケットに受け入れやすい芸術ジャンルから攻めるべきであるという提案をした。豪日交流基金の

ホームページではただちに映画紹介が始まった。しかし今後オーストラリア側の期待に答えるべく協

力を惜しまないとしても、オーストラリアの関係者が本当に期待しているものは何か。オーストラリ

アの芸術関係者が日本においてどのようなオーストラリア芸術が普及すればよいと期待するのか。国

家としては自国の文化的ステイタスを称揚することは外交上必要であるが､両国の文化的関係を深め

ていくには文化的ステイタスの確認に終わっていいはずがない。それは始まりに過ぎない。オースト

ラリア国民は自国芸術をどのように受けとめているのか。とりわけオーストラリアの芸術家が考えて

いることを広範な日本人芸術愛好家に理解してもらう必要があるのではないか。しかし筆者の調査は

国民的レベルにおいて行うものではない。それは個人研究の限界を越えるものである。筆者の目的

は、専門家レベル（公共文化施設の企画担当者、美術館のキュレーター、劇団のマネージャー、教育

現場の関係者）において何をすればより効果的かを発見し、実務的で即効性のある文化政策的提言を

作成することにある。総論的長期的ではない個別的短期的な具体的施策を立案することにある。

他方、一連の調査の副産物として、１つの文化（culture）が二つの異なる国民（nation）において

どのように共有されているか、あるいは非共有されているかを分析する機会となった。比較を通して

双方の考え方が浮かび上がり、とりわけオーストラリア人の考え方が発見でき、筆者のオーストラリ

ア研究に貢献する結果となった。
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第２章調査概要

（１）第１次＆第２次調査との連続性を保つために、アンケートの調査項目の相当部分に同一の質問

事項が設定された。調査対象が違うために多少無理な設定もあったが、できるだけ意味のある調

査にするために意見調整を重ねて工夫した。内容は資料（１）の通りである。なお第１次＆第２

次調査について報告書が作成されている。日本語版と英語版があり、駐日オーストラリア大使館

の付属図書館に保存されている。

（２）調査対象者も同様の階層が選択された。すなわち１．劇場関係者、２．美術館関係者、３．文

化行政担当者、４．高校学校関係者、５．大学関係者、６．議会関係者、７．一般聴衆である。

（３）集計の都合上、階層と所属地域がわかるようにナンバリングを行った。

（４）前回同様に、調査対象者の主体は一般聴衆ではなく芸術文化分野の専門家であるため、出発点

からして人数が限定される。しかし有意の数値を生み出すために、各階層60通以上で回収率３０

％、全体で500通の発送と回収数150通をめざした。結果は第３章以下で紹介される。

（５）発送先のリストアップのために、オーストラリア・カウンシル主催の「第４回アーツ・マー

ケット」参加者名簿を利用した。2000年２月、南オーストラリア州アデレード市において開催さ

れたときに作成された「TheAustraliaCouncil's4thAustralianPerfOrmingArtsMarketThe

Guide」に掲載された参加者リストを利用した。調査の目的は文化政策の立案、つまり芸術文化

の輸出入に関心を持つ人々をより行動へ導くためのものであるので、モチベーションの有無を重

要視した。１回の参加者リストの利用によって重要な個人＆団体のリストアップ漏れを避けるた

めに、『APAD（AustralianPerfOrmingArtsDirectoryl999edition)」を利用した。

（６）美術館関係者については、オーストラリア大使館提供のdirectoryを利用した。またリストアッ

プは美術館に詳しい玉井祥子氏に一任した。

（７）文化行政担当者については、主要な関係機関に発送した。

（８）学校関係者については宛名に個人名を書かないで部署と役職（中高校は国際交流部門、大学は

副学長）宛てとした。中学･高校は一定数をアトランダムに選択して発送したが、大学について

は全大学に発送した。

（９）議員については、回収がどれほど期待できるか不明であったが、上下院の全議員に送った。リ

ストはホームページで公開されている住所を利用した。

(１０）当初の計画では１０月に郵送する予定でいたが､豪日交流基金スタッフの人事移動があって手配

が遅れた。その結果、アンケートの郵送は２月上旬、ヒアリング調査は３月上旬から下旬にかけ

て実施した。アンケートの回収については､夏期休暇の終わる時期であるためかなり懸念された。

(11）現地でのヒアリングは、時間と予算の関係で、ＱＬＤのCaims市からスタートし、ＮＴのDarwin

市、ＮＳＷのSidney市、Canberra市、ＶＩＣのMelboume市、TASのHobart市に限定した。
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資料（１）アンケート全文

ＱＵＥＳＴＩＯＮＮＡＩＲＥ

forthedevelopmentofAustralianartsexporttoJapan

"WeexpressourgratitudeinadvancefOryourcollaboration.”

01:ＷｈａｔｋｉｎｄｏｆＡｕｓｔｒａｌｉａｎａｒｔｓｄｏｙｏｕａppreciateinthelife？

’（）Artexhibition（atanypicturegalleryorartmuseum）

２（）Exhibitionofaccessories（atanyplacesuchashotel,street,store,gallery）

３（）Classicalmusicconcerts,operaperformances（atanytheater）

４（）Popularorfolkmusicconcertsorjazzsessions（atanyconcerthall）

５（）DanceperfOrmances（ballet,modemdance,etc）（atanytheater）

６（）Dramaandmusicalperformances（atanytheater）

７（）Varietiesshow,circus（atanycluborcircushouse）

８（）Ｃｉｎｅｍａ（atanytheaterhouse）

９（）ＴＶ＆radioprograms（films,dramas,dances,concerts,etc）

1０（）video,ｃd,ｄｖｄ（films,dramas,dances,concerts,etc）

11（）IntemetWebsiteprograms（music,finearts,debatesonarts，etc）

12（）Other:Pleaseindicate.（ ）

02:HowmanytimesamonthyougooutforadmiringandenjoyingtheAustralia、arts？

’（）ａｆｅｗｔｉｍｅｓａｙｅａｒ

２（）ｏｎｃｅａｍｏｎｔｈ

３（）twiceamonth

４（）thirdamonth

５（）morethanfourtimesamonth

O2-2：Howabouttheoverseasorforeignarts？

’（）never

２（）afewtimesayear

３（）ｏｎｃｅａｍｏｎｔｈ

４（）morethantwiceamonth

O2-3：DoyouthinkAustralianartshaveadistinctindividuality？ （yesno

O2-4:Tothosewhoreplied（yes）totheabovequestion,isittrueparticularlyinwh

PleasechoosethreegenresfromthequestiｏｎＯｌ：（１２３４５６７

distinctindividuality？ （yesnoneither）

)ovequestion,ｉsittrueparticularlyinwhicharts？

questionOl：（１２３４５６７８）
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）

04:DoyousupportaparticularAustralianartistorartisticcompany？ （ｙｅｓｎｏ）

05:Ａｒｅｙｏｕａｍｅｍｂｅｒｏｆａｎａｒｔｉｓｔｉｃcompany？ （ｙｅｓｎｏ）

06:Areyouaregularuseroftheintemetｉｎｔｈｅａｒｅａｏｆｔｈｅａｒｔｓ？ （ｙｅｓｎｏ）

07:WithregardtothepublicfacilitieｓｆＯｒｔｈｅａｒｔｓｉｎｔｈｅｓｔａｔｅｉｎｗｈｉｃｈｙｏureside、

07-1：Thestandardofthepublicfacilitiesistheaters： （excellent goodbad）

ｍｕｓｅｕｍｓ： （excellent goodbad）

07-2：Themanagingofthepublicfacilitiesistheaters： （excellent gOodbad）

museums：（excellent goodbad）

07-3：TheproductionsperfOrmedatpublictheatersare （excellent goodbad）

07-4:Thefineartsdisplayedatpublicmuｓｅｕｍｓａｒｅ （excellent goodbad）

07-5：Thepublicfacilitiesaretotheculturalactivitiesofresidents

（contributingverymuch，contributingtosomedegree，notcontributing）

１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
く

１
２
３
４
５
６

１
１
ｊ
ｊ
１
１

Newspapers Pleasewriteitstitle.（

Generalmagazines Pleasewriteitstitle.（

Magazinesonarts Pleasewriteitstitle.（

DＭ（directmailsfromtheaters,artisticcompaniesoradvertisingagents）

Websiteonarts

Others Pleaseindicate（

１
１
１

03:HowdoyouobtaininfOImationontheAustralianarts？Pleasemarkthreeinformationsources．

08:WithregardtotheprivatefacilitiｅｓｆＯｒｔｈｅａｒｔｓｉｎｔｈｅｓｔａｔｅｉｎｗｈｉｃｈｙoureside，

whenyoucomparetheprivatefacilitieswithpublicfacilities，

08-1：Thestandardofprivatefacilitiesｉｓ （betterasgoodnotasgood）

08-2：Themanagingofprivatefacilitiesｉｓ （betterasgoodnotasgood）

08-3：TheproductionsperfOrmedare （betterasgoodnotasgood）

08-4：Thefineartsdisplayedare （betterasgoodnotasgood）

08-5：Theprivatefacilitiesaretotheculturalactivitiesofresidents

（contributingverymuch，contributingtosomedegree，notcontributing）

09:Withregardtotheartisticcreationinthestateinwhichyoureside，

（yesO9-l:Yourstatecanbeproudofanyresidentartistsorcompanies？ｎｏ）

09-2:Thosewhoreplied（ｙｅｓ）totheabovequestion,fOrwhattypeofartisticcreationisit？

Pleasemarkuptothreeitems．

l（）ｆｉｎｅａｒｔｓ
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10-1：Ｗｈｅｎｙｏｕｌｅａｖｅｙｏｕｒｏｗｎｔｏｗｎ,whichstatedoyouvisitordinarily？

Ｐｌｅａｓｅｍａｒｋｏｎｌｙｏｎｅｓｔａｔｅ

ｌ（）AustralianCapitalTerritory（Canberra）

２（）NewSouthWales

３（）NorthemTerritory

４（）Queensland

５（）SouthAustralia

６（）Tasmania

７（）Victoria

８（）WestAustralia

lO-2:Doyouvisittheaterorconcerthallormuseumduringyourvisit？（ｙｅｓｎｏ）

lO-3:Tothosewhoreplied（ｙｅｓ）totheabovequestion,isitfOrwhattypeofartsor

entertainment？

’（）Ｆｉｎｅａｒｔｓ

２（）Classicalmusicoropera

３（）Popularmusic,fOlkmusic,jazz,ｅｔｃ

４（）Balletormodemdance

５（）Drama,musicalplay

６（）Ｓｈｏｗ,circus,varieties,ｅｔｃ

７（）Ｃｉｎｅｍａ

８（）Others・ Whattypeofartsdoyouenjoy？ （ ）

１
１
１
１
１
１
１

Classicalmusic

Popularmusic,jazz,fOlkmusic

Opera

Classicballet,modemdance

Theatre,musicalplay

Cinema

Other、 Whattypeofart？ （ ）

１０:WithregardtothefacilitiesfOrtheartsinotherstates，

ｉ
ｆ
く
Ｉ
く
Ｉ
Ｉ

２
３
４
５
６
７
８

11:WithregardtoAustralia，slmagethatyouconceive

l（）Australiaisarichcountry？

２（）Australiaisaculturalcountry？

３（）Australiaisabellicosenation？

(yes

(yes

(yes

neither）

､either）

､either）

ｎｏ

ｎｏ

ｎｏ
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１
１
く
Ｉ

８
９
皿
Ⅱ

)AustraliaisaEuropean-stylecountry？ （yes

)AustraliaisanAmerican-stylecountry？ （yes

)AustraliaisanAsian-stylecountry？ （yes

)Australiaisanationwhichhasitsownuniqueindividuality？

（yes

)Australiaisaclosedcountry？ （yes

)Australiaisasafecountry？ （yes

)AustraliamakesfeeluneasyaboutthefUture？ （yes

)YouwouldliketocontinuelivinginAustralia？ （yes

､either）

､either）

､either）

ｎｏ

ｎｏ

ｎｏ

neither）

､either）

neither）

､either）

neither）

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ

ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ

４（

５（

６（

７（

１２:WithregardtotheimageofAustralianarts､Pleaseansweraccordingtoyourimagｅ

ｌ（）ThestandardofAustraliandramais （highfair

２（）ThestandardofAustralianballetormoderndanceis（highfair

３（）ThestandardofAustralianclassicalmusicis （highfair

４（）ThestandardofAustralianpopularmusicorjazzis （highfair

５（）ＴｈｅstandardofAustralianfOlkartsis （highfair

６（）ＴｈｅstandardofAustralianfineartsis （highfair

７（）ThestandardofAustralianhandicraftsis （highfair

８（）ThestandardofAustralianliteratureis （highfair

９（）ＴｈｅstandardofAustraliancinemais （highfair

１
１
１
１
１
１
１
１
１

Ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
Ｗ
ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

ｌ
１
１
１
１
１
１
１
１

１３:Areyouinterestedinartisticeventsfromoverseas？Pleasechooseuptotwoareasorcountries．

’（）UnitedKingdom

２（）WestemandCentralEurope（France,Switzerland,Austria,Germany,Italy,etc）

３（）EastemEurope（Poland,Roumania,Russia,Greece,etc）

４（）NorthAmerica（Canada,USA）

５（）Mexico,CentralAmericaandSouthAmerica

６（）MiddleeastandCentralAsia（Egypt,Isarael,Iran,Iraq,Pakistan,India,etc）

７（）SouthAsiaandPacific（Thailand,Singapore,Indonesia,Tahiti,Fijietc）

continued↓

８（）EastＡｓｉａ（Japan,China,Korea,etc）

９（）Africa

lO（）Others・ Pleasespecifywhichcountry（）

14:WithregardtoartisticexchangesbetweenAustraliaandJapan．
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14-1：Ｙｏｕｈａｖｅ （highexpectationsafewexpectationsnoexpectation）

14-2:ExportoftheAustralianartstoJapanisatpresent，

（flourishingstagnantneither）

14-3：ExportoftheJapaneseartstoAustraliais2tpresent，

（flourishingstagnantneither）

14-4：ThepossibilityofAustralianartsexpoｒｔｔｏＪａｐａｎｉｓ （highlowneither）

14-5：ItsdevelopmentwillreachthesamelevelthatUnitedKingdomandUnitedStateshave

realizedaftertheWar？（yesnoneither）

14-6：InJapan,Australianartsare （wellknownalittleknownunknown）

14-7：ThepossibilitythatJapanesepeopleappreciateAustralianartsis

（highlowneither）

14-8：Ifthereisanybarrieroranydifficultywhichisinthewayofitsdevelopmentatthelevel

ofJapaneseculturaladministration,itismaybe：

１（）becauseJapaneseofficersdon'tappreciateAustralianarts、

２（）becauseJapaneseofficersknowlittleaboutAustralianarts、

３（）becauseJapaneseofficersdon'tbelievethattheirpeopleappreciateAustralian

arts、

４（）Ifyouhaveanotherdifferentopinion,wouldyouwriteitinbrief？

15:Ifyouhaveaplantoundertakeaspecificstageperformance（music,dance,theatre,etc）ｏｒ

ａｎａｒｔｅｘｈｉｂｉｔｉｏｎｉｎＪａｐａｎ,ｗｏｕｌｄｙｏｕｆｉｌｌｍｔｈｅｃｏｎｔａｃｔｄｅｔａｉｌｓbelow？

Ｎａｍｅｏｒｎａｍｅｏｆｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ （ ）

Ｔｙｐｅｏｆａｒｔａｎｄｔｉｔｌｅｏｆｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ （ ）

Contactaddress （ ）

Contacttelephone （ ）

facsimile （ ）

Homepage （ ）

Emailaddress （ ）

１６:IfyouhaveanyideaoranysuggestionaboutthedevelopmentofAustralianart'ｓｅｘｐｏｒｔｔｏ

Ｊａｐａｎ,pleasewriteithere：

Ourreportwillbeopentothepublicａｔｔｈｅｅｎｄｏｆ２００１ａｓｎｅｗｓｌｅｔｔｅｒａndwebnewsofAustralian

EmbassyinTokyoandasanacademicarticleinthebulletinoftheInstituteofCulturalStudiesof

ChukyoUniversity・

Thankyouverymuchforyourcollaborationwithpatience．
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第３章全体的特徴

蝿譲蕊毒潅JiJ回答率は29.4％である。

日本での調査（第一次イメージ調査）は46％の高回答率を得たが、これと比較すると低

い回答率だった。

理由は色々考えられるが、日本との文化交流に関するオーストラリア人の関心の度合い

を反映しているかも知れない。なお発送総数は584通（手渡し分含む）であったが、国会

議員への発送（131通）と回答（６通）を特別に扱うこととして、統計上の分析対象はそ

の分を差し引いて453通とする。453通の送付に対する回答数は133通であったので、回答

率は29.4％となる。500通発送で150通（30％）回収という当初の目的はどうにか達成さ

れた。

鞠綴蕊蕊謹蕊学校関係者の回答率が、日本での調査（54～55％）と比較するとかなり低い。

中学高校の国際交流部門の担当者からの回答率は約１８％、大学の副学長（chancellor）

からの回答率は約27％であった。全体の回答率を押し下げる原因となったが､低率であっ

た理由としては色々考えられる。一つは調査時期が２月上旬であったため夏期休暇と重

なったことがある。

蕊蕊謹蕊蕊蕊劇場関係者、美術館関係者（公立美術館あるいは民間のギャラリーのキュレーター）の

回答が日本での調査（46％～48％）と比較すると、低かった（32％前後)。

日本での調査は部署宛てであったが、オーストラリアでは個人名で発送した。職業上の

習慣の違いを考えてのことだった。部署宛てに発送すると、回答を得られないにくい国で

ある。日本では学芸員、キュレーターなどの専門職を除けば、文化行政の担当者は３年か

６年おきに移動する。個人主義が成熟してきたといっても、自分の判断よりは大勢に従う

傾向がある。欧米に比べれば今も横並びにする傾向がある。前任者の方針が継承･踏襲さ

れる傾向にあるため、文書管理はあたかも同一人物の処理であるかのように行われる。日

本での回答率の高さはその所産であったところもある。これに対してオーストラリアで

は、美術館あるいは画廊のキュレーターの人事異動は頻繁である。かれらはキャリアアッ

プを求めて転々と移動する。永久就職の日本と異なり、地位が任期制であることも忘れて

はならない。オーストラリアではつい最近まで重職にあった人物に翌年会いに行くと、フ

リーランスになっていることがある。文化行政職の自由マーケットが出来ていると言って

も良い。アメリカも同様であるが、日本の職場環境とは著しく異なる。

－２１－



蕊識蕊f蕊;ｉ回答率の地域的傾向はほとんど表れなかった。

西オーストラリアの35％を筆頭にいずれの州も30％前後の数字であった｡ただし南オー

ストラリアは24.3％という低回答率であった｡理由は説明可能である。発送先のリストは、

2000年３月に南オーストラリアの州都アデレード市で開催されたアーツ・マーケットの参

加者リストを使用した。他の州からの参加者は少人数でも飛行機とホテルを使っての参加

になるから、参加モチベーション（動機）がしっかりしている。アンケートはマーケティ

ングに関わるものなので、結果への期待から関心を集めても不思議はない。他方、南オー

ストラリアの参加者はイベントの成功のために通常以上に動員されたと思われる。他の州

で開催された場合には出席しない人々も多かったのではないか。

鱗識蕊蕊蕊回答者の芸術鑑賞活動は、単純平均すると月３回で、半数以上の人が月に４回以上鑑賞

している。

鑑賞分野は幅広い。上位から言えば、美術、テレビの芸術系プログラム、演劇、舞踊、

媒体を使う鑑賞、クラシック音楽、ポップやジャズなどの順である。これが第一グループ

を形成し、次に工芸品､民族系芸術､インターネット上の芸術系プログラムが続いている。

溌識蕊織海外の芸術鑑賞機会は、単純計算で２ヶ月に１回である。

年に数回という人が64％、月に１回という人が22％、月に２回という人が１４％であっ

た。多くもないが、少なくもない。しかし国際化ということを考えると、自国芸術を世界

の中で考えるためには、もう少しあってもよいのではないか。第４章で触れるが、月に１

回以上の人数を地域（州）別に見ると、ＮＳＷとＶＩＣが多かった。シドニー市とメルボル

ン市における鑑賞機会の多さを示す数字である。

蕊識溌蕊蕊８７％の人がオーストラリア芸術は『明白な個性（distinctindividuality)」を持ってい

ると考える。

長い間、独自の芸術の弱さに悩んできたオーストラリアであるが、いまや自国文化に自

信を持っていると言えるだろう。
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鰯灘議識蕊芸術に関する情報はどこから得ているか。主要３１情報源は、第１位「新聞｣、第２位「ダ

イレクトメイル（ＤＭ)｣、第３位「芸術系雑誌」である。

「新聞」の種類は、以下の４紙が目立つ。「Australian」が多いのは、他の新聞と併読さ

れているからである。「Australian」以外は言うまでもなく特定の都市を拠点とする新聞で

ある。

42名

34名

30名

９名

3．クラシック音楽（オペラ含む）

６．工芸品７．映画

1．演劇（ミュージカル含む）２．舞踊

4．ポップ音楽、ジャズ、フオーク５．美術

主な分野は一位「美術｣、二位「映画｣、三位「演劇｣、四位「舞踊」であり、トップ集

団を形成している。「クラシック音楽」はトップ集団から脱落していると言わねばならな

い。ポップ音楽に比較しても相当低い評価である。こうした認識で、オーストラリア製の

｢クラシック音楽」を日本へ売り込むプライオリティがどこまであるのだろうか。

蕊蕊蕊謹蕊Ｊ『明白な個性（distinctindividuality)」の存在はどの分野についてより言えるか。

位
位
位
位

一
二
三
四

第
第
第
第

Ａｕstralian

Age

SidneyMomingHerald（ＳＭＨ）
CourierMail

第五位は、「インターネット」になっている。予想としては、今後インターネットによ

る情報入手が主流になるであろう。現状ではコンテンツが少ないだけであって、その充実
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をまって急速に普及するであろう。第六位は「その他」であったが、内容を文章回答でお

願いした結果、「friends」という回答が目立つ。口コミによる情報の流布や観客動員は日

本でもオーストラリアでも有効な手段であることになるが､現時点ですでにインターネッ

トの比重が優っていることを考えると、ＤＭも含めてインタネット経由という方法が今後

有力になるだろう。

ちなみに、回答者の75人（57％）がインターネットの常用者であったが、そのうち４７

名がインターネットよる芸術関係の情報入手を重視しているに過ぎない。これはコンテン

ツ不足を意味している。

一般並びに芸術系雑誌による情報入手であるが､オーストラリアの専門家たちが利用し

ているのは以下のものである。

第一位『ArtMonthly』（１８人）

第二位『Art＆Australia』（１０人）

第三位『Realtime』（７名）

第四位『ArtsAsiapacific』『WordofMouth』（５名）

第五位『Austdance』『Bulletin』（４名）

第六位『ArtAlmanac』『Arttext』『Worldarts』『Artforce』（３名）

＊『ArtinAustralia』は『Art＆Australia』の姉妹雑誌なので、一緒にカウントした。

溌撫鐸蕊雛芸術家＆芸術創造団体との関わり方については､56％の人が特定の芸術家＆芸術創造

団体を支援をしている。また51％の人が芸術創造団体のメンバーである。

燕職蕊蕊熱慧識文化施設（劇場、コンサートホール、美術館等）の設備＆運営に対する評価

まず目につくのは民間施設の評価より公共文化施設の評価が高いということである。公

共ホールの優秀さを33％の人が指摘し、公共美術館施設の優秀さを42％の人が指摘して

いる。これに対して民間施設が優れていると答えた人は、９％少々 に過ぎない。運営面に

ついても同様に、民間施設についての評価は辛い。企画面についても同様である。社会貢

献という視点から見ても、公共文化施設については50％の人が「大いに貢献している」と

判断するが、民間施設は25％少々 の人が高く評価するに過ぎない。

歴史的経過を考えると、文化施設は２０世紀前半までほとんど民間資本に依存していた。

しかし第二次大戦後、文化振興という視点から政府主導で社会基盤整備が開始される。今

では各州都に立派な公共文化施設が建設されているが、この数字はそれに対する関係者の

評価とも言える。

公共文化施設では、すべての面で劇場よりも美術館の方に評価が高く出ている。それだ

１ナシアター・マネージメントは難しいということでもある。

－２４－



撚鱗蕊蕊熱議蕊Ｌどの分野に誇れる芸術家がいるか。圧倒的多数が「美術」と「演劇」と答える。

回答数

８８

４７

４６

２５

５０

８３

３８

１８

芸術分野

美術

クラシック音楽（オペラ含む）

ポップ音楽、ジャズ、フォーク

オペラ

舞踊（バレエ、モダンダンス）

演劇（ミュージカル含む）

映画

その他

１
２
３
４
５
６
７
８

先に「明白な個性（distinctindividuality)」を持つ分野を尋ねたが、ほぼその結果と合

致する。やはり個性的あるいはオリジナルな表現のできる人がすぐれた芸術家ということ

である。オーストラリアの芸術文化を海外で普及しようとするならば、それが優先されて

しかるべきだろう。

「映画』の順位が低いのはなぜか。理由は色々ある。まず映画の製作ができる都市が限

られている現実である。基本的にはシドニーとメルボルン、とりわけシドニーである。映

画は巨大な資本を必要とする産業であり、インフラのないところでは活動ができない。地

域が限定されても仕方がない。しかし文化政策いかんによっては、各地域のテレビドラマ

の制作振興も兼ねて分極化（decentralisation）ということもあり得る。少なくとも日本

の場合は、東京と京都にあるが、その他の大都市においても制作は実施されている。

第２の理由としては、オーストラリアでは、日本やアメリカのように、映画俳優が舞台

－２５－

蕊譲蕊謹蕊母蕊葱ｊ回答者の92％の人は自州に誇りに思う芸術家がいると考えている。

これはすべての地域に優れた芸術家とその表現活動があるという認識であり、日本から

するとうらやましい感じである。ただしオーストラリアは道州制を敷いており、わずか６

つの州、首都そして特別地区の８つの地区から構成されている。これに対して47の都道府

県に分断されている日本では、芸術家の偏在が発生している。文化振興あるいは芸術の享

受という視点からして、どちらが優れているかということは検討してもよい。たとえば、

州が一つの地域となるかどうかについては議論があるだろう。メルボルンから300キロ以

上離れたところに住んでいる人が日常的に出かけられないところに芸術家や劇団がいるこ

とを幸福に感じかどうかは疑問である。日本の場合、都市を中心とする公共交通機関が発

達しており、県庁所在地に１時間以内に行ける人、あるいは県庁所在地から半径30キロ以

内の人が大半であるが、自分の県で全国区の芸術家が活躍していると思うことが出来るか

どうかは疑問である。人口規模や予算効率を考慮して、どのようにすればベターあるいは

ベストの文化行政が可能なのか。国によって事'盾は異なるが、文化政策上の重要な検討事

項である。



俳優と切り離されて養成されていないということである。フランスにあっては、人気の高

い映画俳優でも舞台に立てなければ、評価は高くならない。オーストラリアもそういう印

象がある。したがって映画俳優であるよりも前に舞台俳優として評価されるため、映画人

として扱わないことが反映されたと思われる。

「オペラ」は「ダンス」の半数の評価しか得ていない。ただしオペラを上演するには、

映画産業同様に相当なインフラ（社会基盤）が必要であるため、地域的偏在が発生してい

る現実もある。実際、オペラを選択しているのは、主としてＮＳＷ,VIC,ＳＡの三州であ

る。それが順位の低い理由でもある。

日本と同じく「オペラ」に関して後発のオーストラリアにあっては、まだ十分な歴史を

経ていないということもある。やはり同様に後発だったアメリカはこれに対して、プロ

デュースによって諸外国の一流歌手を集めて水準の高い作品制作をめざす道を選んだ｡他

方で、ブロードウェイ・ミュージカルという新しい楽劇ジャンルを切り開いた。オースト

ラリアは、日本もそうであるが、現状の打開のためには何をすればよいのか。すくなくと

も優れたオペラハウスの建設では目的を達成できない。次になすべきことは何か。何千万

ドルというギャランテイを払って、リスクの高い興行を実施するか。それとも別の方法を

見つけるか。筆者はロンドン発のミュージカルは一つの答えを示していると考える。アメ

リカのブロードウェイＩこように、巨大な資金を投資しての作品作りではなく、コンパクト

な楽劇をたくさん作る。失敗を恐れず、オリジナルな作品を作り出して、世界へ発信す

る。そこに活路があると考える。

麹議蕊綴蕊「その他の分野」で誇りにできる芸術家＆芸術創造団体がいるか。

今回の調査では、その他の分野（８）について文章回答をお願いしたが、紹介されたも

のを列挙すると、以下のようになる。

contemporaryart

clrcus

traditionalindigenousart＆music

physicaltheatre

craft＆design

literature

rockmusic

festivals

７（contemporaryvisualarts；multimedea

designmulti-artform；publicart；contemporary

newmusic）

４

３（aboriginalperfOrmance＆arts）

２（perfOmance）

２（ceramic）

１

１

１

アンケートの回答項目として列挙した８分野（美術、クラシック音楽、ポップ音楽＆

フォークミュージック、オペラ、舞踊、演劇、映画、その他）は現状の芸術表現活動に見

合ったものではない。いまや古典的な分類と言ってもよいだろう。欠落していると思われ
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るものでオーストラリアがどの分野に自信を持っているかが知りたかった。その結果、主

張されたものは納得がいくような気がする。第一に、現代芸術分野（contemporaryarts）

である。視覚芸術、マルチメディア利用の視覚芸術、公共空間に展示される美術品などが

紹介された。アンケートの最後に、オーストラリア芸術をどのように日本に紹介するか

(売り込むか）についてアイデアを求めたが、そこにおいて現代芸術の紹介が重要である

という指摘があった。１９世紀的ヨーロッパ文化の延長線ではなく、未来において共有でき

る芸術こそ紹介すべきであるというのである。説得力ある考え方である。

第２に多かったのはサーカスである。メルボルンに拠点を置く「(circus）ＯＺ」という

表現集団があるが、いわゆるサーカス（曲芸）ではなく、身体の復権という意味合いで７０

年代以降に登場する演劇運動の中から誕生した創造団体である。

第３は、「先住民の芸術（indigenousart)」である。オーストラリアが国策としてアボ

リジニあるいはアイランダーたちの文化を建国の出発点とする方針を持っているように、

アポリジニ音楽を単にフォークミュージックとは考えない人々がいるということである。

日本は、第一次イメージ調査において民族音楽への評価が非常に高かったことが示すよう

にアボリジニ音楽をよく知っている。高い評価もしている。しかしオーストラリア側は必

ずしもこれを鑑賞対象としていないアンケート結果が出ている。少数者のみがその価値を

評価しているというのが現実のようである。

「physicaltheatre」が具体的に何を意味しているか不明だが、パフォーマンス性の高い

演劇であることは間違いないだろう。モダンダンスに近いのかも知れない。現代演劇や現

代舞踊として、演劇や舞踊の分野に入れてもよいはずだが、１つの独立したジャンルとし

て評価しようという考え方のようである。

「文学」という回答は、出るべくして出てきたものである。私たちは主として舞台芸術

や美術を主眼としていたから、その不備を感じての回答であった。

「フェスティバル」という回答は意味深い。１つの芸術ジャンルでのコンクールや祭典と

いうことではなく、あらゆる芸術的表現を同じ空間、同じ時期に集める企画は重要な芸術

事業である。コミュニティ・シアターの発想も近いものがあり、異文化交流あるいはオー

ストラリアが掲げる多文化主義（multi-culturism）という視点からいえば、これからこそ

検討すべきくジャンル〉かも知れない。
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０
０
０
０
０
０
０
０
０

８
７
６
５
４
３
２
１

る。

州名訪問者数比重
ｌＡＣＴｌｌ８．０％

２ＮＳＷ６４４６．７％

３ＮＴＯ０％

４ＱＬＤｌｌ８．０％

５ＳＡｌｌ８．０％

６ＴＡＳ６４．４％

７ＶＩＣ３２２３．３％

８ＷＡ２１．４％

合計１３７99.8％

＊総数が137であるのは、一つのみの選択であるにも関

わらず二つ以上の選択をした人がいた。これを有効と見

なして計算した結果である。

職識議蕊溌訪問先で何を鑑賞するか。美術、演劇、映画がトップグループを形成している。

－２８－

訪問先で鑑賞する芸術分野

美術は民間の画廊を別にすれば、夜の鑑賞がない。これに対して演劇や映画は夜に鑑賞

するケースがほとんどである。両者は両立する。舞踊の鑑賞は相対的には少ないが、興行

自体が少ないことも忘れてはならない。この統計がただちに芸術ジャンル別の評価にはな

らない。

職譲溌認識自州以外で持っている鑑賞機会については、ＮＳＷとＶｌＣの二極構造になっているこ

とが確認された｡現住所にかかわらず一番頻繁に出かける地域を示せば以下のようにな

１２３４５６７８

１．美術

５．演劇

2．クラシック音楽

６バラエティー

3．ポップ音楽（フォーク、ジャズ含む）４舞踊

7．映画８．その他
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蕊譲蕊i蕊鰯

Questionｓ

お金持ちの国か。

文化的な国か。

好戦的な国か。

ヨーロッパタイプの国か。

アメリカタイプの国か。

アジアタイプの国か。

独自の個性を持つ国か。

閉鎖的な国か。

安全な国か。

未来に不安をいだかせる国か。

このまま国内で住み続けたい国か。

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

％
４
２
７
５
９
２
８
５
３
４
７

９
６
４
７
５
７
０
３
８
８
７

５
７
１
４
４
３
９
１
８
１
９

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

％
３
０
７
Ｊ
Ｏ
Ｏ
８
２
３
５
８

３
０
２
１
２
０
３
２
２
７
０

１
１
６
３
３
４
７
６

tｏｔａｌ

ｌ２８

１３０

１０２

１２２

１２２

１２１

１３０

１２６

１２８

１１４

１３２

ｅｒｔ
５
８
３
６
７
８
７
８
２
６
２

印
ｎ
ｄ
１
１
ワ
］
ワ
］
ワ
］
ワ
］
可
１
１
１
可
１

，yes

７６

９９

１５

５８

５６

４５

１１８

１７

１１３

２１

１２９

オーストラリア人の自国のイメージは日本人のもつオーストラリアのイメージと似て

いる。

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ
Ⅱ

オーストラリア人の自国イメージを手短に言えば、

「どちらかと言えばお金持ちの国で、独自の個性を持ち、文化的で、安全で、住みやす

い国」である。

オーストラリア人のイメージ（上）と日本人のイメージは傾向としては一致する（下)。

ただし詳細を見ると、日本人は文化的であるよりお金持ちの国であると考える。また未

来の不安はまったく感じられない国であると受けとめる。これに対して、オーストラリア

人はお金持ちであるより文化的であると考える。20％近くの人が未来に対して不安がある

とする。

他方、日本人はオーストラリアをアメリカよりもずっとヨーロッパに近いと感じるが、

オーストラリア人はタイプとしてはヨーロッパ的、アメリカ的、アジア的、どの方向性に

対しても一定の肯定（40％～50％）がある。分裂状態とも多様性とも言える感想を抱い

ている。文化交流を考える時、このギャップは障害になる可能'性がある。

％ｎｏｎｅｕｔｒｅｔｏｔａｌ

４１％６８５７１

３３６％１５７５５４

４７４８６％５１５５２

１２７２３％１６５５６３

２２９４２％１７７５５０

３６４６７％１４８５４６

３９７％１０５５６３

４５５８２％７６５５２

１７３％１２４５６１

４７７８６％６８５５２

３８７％１４１563

13掲載のグラフを数値表示化した｡）

Questions yes ％

ｌお金持ちの国か。４９９８７％

２文化的な国か。３６４６６％

３好戦的な国か。２７５％

４ヨーロツパタイブの国か。２７１４８％

５アメリカタイプの国か。１４４２６％

６アジアタイプの国か。３４６％

７独自の個性を持つ国か。４１９７４％

８閉鎖的な国か。２１４％

９安全な国か。４２０７５％

１０未来に不安をいだかせる国か。７１％

lｌ住んでみたい国か。３８４６８％

（『Ｈ本におけるオーストラリア文化に関する意識調喬』ｐ、

－２９－
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職識織篭溺

Ｇｅｎｒｅｏｆａｒｔｓ

ｌ演劇の水準

２バレエあるいはモダンダンスの水準

３クラシック音楽の水準

４ポップ音楽の水準

５民俗芸術の水準

６美術の水準

７クラフトの水準

８文学の水準

９映画の水準

Total(persons）
１３０

１３０

１２５

１２６

１２０

１２７

１２２

１２９

１３１

．
Ⅲ
４
（
ｂ
５
９
９
１
４
ハ
Ｕ
７

通
５
３
４
３
６
３
５
３
２

ｈ
４
２
６
４
１
４
３
６
８

血
７
９
７
８
４
９
６
９
９

９
８
８
６
２
０
６
４
８

％
６
０
０
６
４
４
Ｌ
４
４

５
７
６
６
３
７
５
７
７

自国芸術については、「文学」「映画」『美術」「舞踊（ダンス＆バレエ)」を評価して

いる。

Ｗ
ワ
］
ク
］
ん
４
，
．
ハ
Ｕ
ワ
〕
Ｆ
Ｄ
、
。
（
ｂ

Ｏ
‐
１

１
１

オーストラリアの芸術文化関係者は、自国芸術の中でとくに「文学」「映画」「美術」「舞

踊（ダンス＆バレエ)」に自信を抱いていることがわかる。自信がないのは、「民俗芸術」

である。ただしオーストラリア人は「民俗芸術』（Folkarts）というジャンルに先住民の

芸術（indigenousarts）を入れていない可能性がある。「民俗芸術」（Folkarts）とは移住

者の伝承芸術（traditionalarts）のことであるという理解であったかも知れない。他方、

もしそうであれば､先住民の伝承芸術というものはオーストラリアの芸術として認識され

ていないか、あるいは別格扱いされていることになる。国内政治レベルでも困難かつデリ

ケートな問題であるのでこれ以上立ち入らないが、日本はアボリジニ（先住民）の芸術を

オーストラリアという国の民俗あるいは民族芸術として受けとめて、大変評価していると

いう実態がある。文学については、芸術ジャンルでもっとも評価の低いジャンルでもあ

り、オーストラリア人との評価ギャップは著しい。イメージとはあくまで虚の世界のこと

なので、オーストラリア側としてはまず虚実のギャップを埋めることが必要である。オー

ストラリア人と日本人の「オーストラリア芸術」に関するイメージの落差は第４章で検討

するので、ここでは両者のギャップの激しい部分を紹介するに留める。

Ｇｅｎｒｅｏｆａｒｔｓ

演劇の水準

バレエあるいはモダンダンスの水準

クラシック音楽の水準

ポップ音楽の水準

民俗芸術の水準

美術の水準

クラフトの水準

文学の水準

映画の水準

high
８４

１１６

１２３

９１

２１３

１５２

１４４

５６

９６

％ｆａｉｒ％lowTotal(persons）
1６．９３６９７４．２４４497

23.6３４２６９．７３３491

24.4３４５６８．５３６５０４

１８．５３５９７２．８４３493

43.0２５４５１．３２８495

30.2３２３６４．１２９504

28.7３２５６４．７３３５０２

１１．４３７３７６．１６１490

19.4３２３６５．３７６４９５

（『日本におけるオーストラリア文化に関する意識調査』）

１
２
３
４
５
６
７
８
９

－３０－



諭織蕊溌簿

南アジア＆太平洋諸国への関心も高い。白豪主義を捨てたオーストラリアがアジアの一

員をめざすかどうかは未知数だが、自国の置かれている地理的位置を意識していることは

確かである。

鑑賞したい世界の国々の芸術

英国

中部＆西ヨーロッパ

東ヨーロッパ

北アメリカ

中南米

中近東＆中央アジア

南アジア＆太平洋諸国

東アジア（日本、中国、韓国等）

アフリカ

その他

Ｐｅｒｓｏｎｓ

３６

５３

１９

２８

２５

１６

４６

６２

８

０

１
２
３
４
５
６
７
８
９
皿

－３１－

#；鑑賞したい外国の芸術文化については、東アジアへの関心が高く、北アメリカへの関

心が低い。

直接的には日本のマーケットへの関心の度合いを知るためのものであるが､オーストラ

リアの芸術文化関係者がどこの国の芸術を参考としているかという問題でもある。かれら

がどんな芸術を模索しているかを教えている。

日本を含む東アジアへの関心が一番高い。アンケートの回答を返送してくれた人々であ

るから、オーストラリアと日本の関係に関心を持つ人々が多いのも当然であるが、ダント

ツの数字を示している。アンケート方法としては２地域の選択であるが、欧米では中部＆

西ヨーロッパへの関心が高い。これに対して北アメリカへの関心が低い。意外である。

ゴールドラッシュ時期から積極的にアメリカ文化を導入してきたにも関わらず､新大陸へ

の関心は今ひとつということである。コンテンポラリー・アーツの本家でもあるような米

国への関心度について、一つの数字でもって判断することに'慎重になるとすれば、長い文

化的歴史を持つ東アジアに関心を持つ人々は、ポップなものよりも伝統に関心を持つ人々

であるかも知れない。アンケートに答えなかった70％の人々の中にこそ、北米への関心を

抱いている人々が多いということかも知れない。

日本での調査では、日本人はオーストラリアをヨーロッパ的なイメージで受けとめてい

るが、それは事実認識というより期待を意味しているかもしれない。イメージというもの

は、真実に近いというよりは期待に近いものである。オーストラリア人自体がアメリカよ

りはヨーロッパに関心をもっているということは、同じような感想を抱く日本への進出と

いう意味では有利である。もっともそれはマーケティング上の戦略として好都合というこ

とであって、文化交流のあるべき姿は双方の傾向性を強めることにあるわけではない。む

しろ双方の傾向にないものへの開眼にある。



日本との交流への期待度は？

ｌたいへん期待している。

２すこし期待している。

３期待していない。

４無回答

蕊識総溌蕊

（１）豪日間の芸術的商品の交易は概して不活発であるが、オーストラリア側の輸入超過で

あるという印象がある。

日本への文化輸出、日本からの文化輸入については、「盛んか不活発か」という問いか

けにたいして、４人に１人が「不活発」と答え、約60％の人が「どちらでもない」と考えて

いる。開拓の可能性があるという考えなのか。

日本への文化輸出の現状をどう判断しているか。

ｌ盛んである。

２不活発である。

３どちらでもない。

４無回答

日本からの文化輸入の現状をどう判断しているか。

ｌ盛んである。

２不活発である。

３どちらでもない。

４無回答

Ql4-2 Persons

５

３８

７８

１３

Persons

l4

３３

７４

１３

％
７
４
２
７
％
４
６
２
７

３
８
８
９
０
４
５
９

２
５
１
２
５

Ｑｌ４－３

他方、現状では文化分野では輸入超過という判断になっている。「盛んである」という

回答を比較すると、輸入（10.4％）に対して輸出（3.7％）という数字がそれである。これ

はあくまで印象あるいはイメージである。実際にどうかについては、☆豪日間の貿易額に

ついてのところで示す。

（２）今後の発展については、約80％の人々が期待している。

#Ｉ対日文化輸出の現状と未来

現状は「不活発」であるが、可能性は大きい。しかし先行する欧米に追いつけるかどう

かは未知数である。

Ｑｌ４ Persons

６１

４５

２０

７

％

45.9

33.8

15.0

５．３

（３）では「日本への文化輸出の可能性（PossibilityofAustralianartsexporttoJapan)」

については、６２％以上の人が有望であると考えている。

日本への文化輸出の可能』性

ｌ高い。

２低い◎

３どちらでもない。

４無回答

Ｑｌ４－４ Persons

８３

１９

２３

８

％

62.4

14.3

17.3

６．０

－３２－



Persons

４０

２９

４４

２０

Ｑｌ４－７ 日本がオーストラリア芸術を評価する可能性

ｌ高い

２低い

３どちらでもない

４無回答

Persons

５３

４１

３０

９

％
０
８
６
８

０
０
２
６

４
３
２

（５）市場開拓は有望だが、どこまで可能かについては、欧米のシェアと並ぶことに対する

自信は多くない。ここでもスプリット状態（意見の分裂）である。

日本への文化輸出は戦後の欧米に追いつくか。

ｌはい

２いいえ

３どちらでもない

４無回答

Ql4-5

（４）そのためには、オーストラリア芸術が日本人に評価されなければならないが、輸出の

可能性を信じるわりには理解と評価に不安を抱いている。意見が分裂している。

％

30.1

21.8

33.1

15.0

芸術文化の市場の現状については、資料として紹介する。→☆☆欧米とのシェアの比較

（６）オーストラリア芸術の日本への輸出を阻害しているものがあるとすれば、文化行政レ

ベルでは何か。

persons％

ｌ日本の文化行政官がオーストラリア芸術を評価していない。１２９

２日本の文化行政官はオーストラリア芸術をほとんど知らない。７０５２．６

３日本の文化行政官は、日本国民がオーストラリア芸術を

評価するとは思っていない。３８２８．６

４その他の考えがあれば、示して下さい。１３９．８

ｌ）原因の指摘は批判となることが多いので、デリケートな設問である。『日本の文化行政官がオー

ストラリア芸術をほとんど知らない」と回答した人が50％を越えている。日本側に情報不足があると

いう認識になるが、実際はどうか。日本での調査を一部だけ紹介すると、

｢美術館関係者の半数以上（57.1％）がオーストラリア文化のイベントに足を運んでいる｡」

｢回答者の二人に一人は、オーストラリアと具体的な接点を持っている｡」

｢オーストラリア訪問者の半数以上が芸術鑑賞する｡」

｢回答者の85％は、豪日文化交流は欧米並みに発展すると期待している｡」

回答者はいずれも日本の芸術文化に関与する人々であることを考えると、「オーストラリア芸術を

ほとんど知らない」という事実はないと思われる。そして日本の回答者の85％が欧米並みの発展に期

待しているのにも関わらず、オーストラリア側は30％しか期待していない。問題の所在はインター

－３３－



フェイスにあるように見える。ここは詳しく検討する必要がある。たとえば、文化輸出を具体的に希

望している芸術家や芸術団体側に情報がない。あるいは手足を持っていない。すなわちコーディネー

ターを知らない。売り込み先を知らないなどが考えられる。

２）他方、オーストラリアの芸術文化に関する一般的知識ではなく、日本側にオーストラリアの芸

術を招聴あるいは展示を企画するかどうかを判断するための具体的'情報が欠けているという可能性は

ある。それは誰が提供すべきなのか。これも詳しく検討する必要がある。

３）設問（｢オーストラリア芸術の日本への輸出を阻害しているものがあるとすれば、文化行政レ

ベルでは何か｡｣）は、決められた選択支を選べば、真実が明らかになるという類のものではないの

で、文章回答欄を用意した。「その他の理由があれば教えて下さい」というお願いに対して、文章回

答は、交流発展のためのアイデア（設問17）を含めると全部で52件、アンケート全回答者の約40％

に達した。

その全容を以下に紹介する。回答文は編集によって簡略化されていることをお断りしておく。

内容には共通点も多い｡分類すると､以下のように整理できる｡（＊番号は資料登場順の番号である｡）

(1)行政側が提供する交流機会の不足、そのための援助の不足（17件）：

２，３，７，１１，１２，１４，１５、１８，１９，２２，２４，３３，３５，３８、３９，４５，４６、

(2)言語、習慣など文化的相違による障害（１０件)：ｌ、１３，１５，２８，３０，３３，４２，４６、４８，５０，５２、

(3)偏見、先入観など不確かな情報の流布（６件）：４，３２，３７，４０，４５，４６、

(4)文化的戦略の不備（売り込む芸術を間違えている、宣伝の不足等）（14件）：

６，１７，２０，２１，２３、２９，３１，３２，３７，４０，４１、４２，４３，４７、

(5)経済的理由（資金不足、ドル安､）（１件）：８、

(6)自己推薦、立候補（チャンスが欲しい）(７件）：９，１６，２５，２６，２７，３４，３６、

(7)マーケットの限界（公演や展示は選択的にしか実行できないが、オーストラリアが優先権をもて

ない）（３件）：

１０，３９，４４、

文章回答集

１．CustomsaresodifferentinJapan・Dealstakeprotocolandtimetosea１．

２．ｍａｙｂｅｗｅｈａｖｅｔｏｗｏｒｋｏｎｔｈｅｃｕｌｔｕｒａｌexchangealittlemore

３．limitedopportunitiesfOrartandcultureexchange

４．wesufferincomparisontoEuropeanａｒｔｓ

５．asanindependentproducer，keentodeveloparelationshiptofacilitatetourin９．

６．communityａｒｔｓ
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australianfUndingtoencouragethｅｅｘｐｏｒｔｏｆａｒｔｓｉｓｌｉｍｉｔｅｄ・

thelowvalueoftheaustraliandollarsmakesitdifficult・

Itappearstomethatjapanesepeopleloveallthingsaustralaian，butdon，tnecessarilyunder‐

standaustraliancultureofhumor・Thusaustralianartmaybepopularbecauseitisaustralian，

notnecessarilybecauseitisgoodart

difficultyofmanagingdiverseexpectations

moreopportunitiesfOrnetworkingbetweenaustralianandjapaneseculturemanagers

lhavebeenledtobelievethataccesstojapaneseartspresentersisdifficult・

possiblylanguageproblems

lhopeassｉｓｔａｎｃｅａｔｔｈｅＥｍｂａｓｓｙａｎｄｈｅｌｐｔｏｃｒeatelinksandfUndingtodeveloptheseop‐

portunitiesinJapan・

thedistinctionbetweentwoculturesisgreat，Amailinglistofvenues，organizations，festivals

ofjapaneseoriginthatmaybeinterestedinaustralianartscompanies、

Iamverykeentobringjapaneseproducttoaustraliaandtobeinvolvedinanyculturalex‐

changeresidencies・

luckofcommunicationandeducation

exchangeofartistsandexhibitionsneedtocontinueandtodevelopOverhead・Ｍｕｃｈｗｏｒｋ

ｈａｓａｌｒｅａｄｙｂｅｅｎｄｏｎｅａｎｄｍｏｒｅｉｓｎｅｅｄｅｄ

ｍｏｎｅｙａｎｄｇｒａｎｔｓｆＯｒｃｏmmercialenterprises・Availabilityofvenues

lnterestedorganisationsshouldadvertisetheirinterestinrelevantaustralianpublicationsand／

orthroughrelevantwebsites・Exemple：navawebsitefOrvisualartists

Fukuokaaasianartmuseum・Exchangeoncontemporaryphotograｐｈｙ

ｔｈａｔｔｈｅｒｅａｒｅｍｏｒｅｖｉｓｕａｌａｒｔｅｘcｈａｎｇｅｓ

ｌａｍｖｉｓｉｔｉｎｇＪａｐａｎａｇａｉｎｔｈｉｓｍｏｎｔｈａｎｄｌｏｏｋａｇａｉｎａｔｐｏｓｓｉｂｌｅｖｅｎｕｅｓ

ｗｅｗｏｕｌdbeveryhappytodevelopexhibitionsbetweensistersinstitutions、

Iamrunninganamazingartistinstallationgalleryandwouldwelcomeanyexchangewithja‐

paneseinstallationamagingartistｓ

ｃｕｌｔｕｒａｌｅｘｃｈａｎｇｅｗｉｔｈａｒｔｓａｎddisabilityorganisationsinNagaｎｏ，Tokyo，Osaka，

Ihave50worksavailableforanexhibitionfOrJapan・

language，finances，distancetotravel

australianartcan'tcomportwithalltheotheractivitiesusingfOrtheattentionofjapanesein‐

dividuals

generallycrossculturalbarriersandmisconceptionsaboutculturalstereotypes

culturalbarrierspossibly・

Australia，spromotionofitsnativeanimalsandnaturalassets,andjapaneseperceptionsof
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38.

39.

40.

AustraliaasasecondrateeuropeanandderivativeculturepreventsafUllappreciationof

whatAustraliacanoffer、

languagebarriercouldbeanissue・Possiblilityofartist-in-residencyprogrambetweenJapan

andAustralia・

physicaltheatre，circus，contemporarymusic・

organizeameetingkeyexportistsandimportistsofartsfrombothcountriesineachartsform・

Textiles

TheJapaneseknowAustraliaasthelandofCoalasKangaroosandgreatfieldingMaybeif

weprojectedansoldamoreculturalartisticimageofAustralia，thedevelopmentofAustra‐

lianart，sexporttoJapanmightincrease・

IthinkthereshouldbemoreopportunitiesfOrartsexchangedevelopedwithJapan、

PerhapsbecausejapaneseofficershavetopresentmanyculturalactivitiesandAustraliais

oneofmany・FacilitatingexchangesisanimportantwayoffOrsteringthedevelopmentof

fUrtheropportunities・

BecauseJapaneseofficersfeelthatingeneral，“thearts”primarilycomefromEuropeand

NortｈＡｍｅｒｉｃａｏｌ）PromotetheideathatAustraliancontemporaryartisimportanttoJapan

intermsofaregionalconsciousness・ＡｎｄespeciallyintermsofthefUture2）Workwith

australianartiststospecifywhichleveortypeofGalleryissuitablefOrtheminJapan，

Forsuccess，anyAustralianart'sexporttoJapanmustbesupportedbytheappropriateJa‐

paneseartsorganisationorasuccessfUlJapaneseartsentrepreneurs・Ｉｔｉｓｎｏｔｓｕｆｆｉｃｉｅｎｔｉｆｉｔ

ｉｓｏｎｌｙｓｕｐｐｏｒｔｅｄｂｙｔｈｅＡｕｓｔｒａｌｉａｎＥｍｂａｓｓｙｉｎＪａｐａｎ・

UseofAustralianEmbassytoprofieartsrelatedtodayswhicharesignificanttoeitherAus‐

traliaorJapan・Foeexemple，Australiaday，Hiroshimaday、VarietyofAsutralianartsto

profiｌｅｉｎＪａｐａｎｗｈｏａｒｅａｂｓｅｎｔ、ProfileAustralia，ｓｂｅｓｔｖｉｓｕａｌａｎｄｐｅｒｆＯｒｍｉｎｇａｒｔｓｉｎJapan

ofBellShakespeare，SydneyDancecompany，KlausUrgi？（glassartist)．TovisitAsustralia

sothattheycansharetheirexpeiencesonretum・

advertisecinemasveryeffective

maybebecausejapaneseofficersaresobusyresearchingallofthegenresofartinsomany

countries，ｔｈａｔｔｈｅｙｏｎｌｙｈａｖｅｔｉｍｅｆＯｒｔｈｅＨｉｇｈＡｒｔｅｎｄｏｆｔｈｅｓｐｅｃｔｒｕｍ・

AnincreasingpercentageoftheJapanesepopulationshaveorintendtovisitAustraliathey

areshowntouristdestinationasbutnotasoftentheculturalattractions：museums，ａｒｔgal‐

leriesexceptaboriginalarts・Interestedinexchangeof20artworkswithasecondaryschool・

IhavevisitedJapantwiceThetraditｉｏｎａｌｆｏｒｍｓｏｆａｒｔａｒｅondisplayinculturalandcraft

center・Oftenitisdifficulttoseecontemporarymodemjapaneseartwork、

Cultrallysodifferent，inexpectationthatbothparties？Ｎｅｅｄeducation・Ｔｏｈａｖｅｍｏｒｅ

42.

43.

44.

45.

46.
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culturalexchangeisimportant，invaluabletobothparties？

47．strategicpromotionofAustralianartsascontemporary，vibrant，sophisticatedanddiverse、

48．Languagesupposedculturalbarriers，lesspersonalcommunicationis?？？uptherelationships・

Weneedlesstechnicalyadvancedcoｍｍｕnicationandfacetofacemeetin9.

49.Thiscollegeatthepresenttimehasclose？？ToChainaandwouldliketoextendthemtoJapan、

50．BecausetheAustralianmarketistoosmalLStudentexchangesystemisexpected

51．Ｗｅｈａｖｅｎｏｉｍｍａｄｉａｔｅｐｌａｎｓｂｕｔｗｅａｒｅinterestedinthepossibility・RhondaNoble，curator

ofartworks

52・developmentoftheassistancefOrculturalexchangebetweenJapanandAustraliacouldraise

theprofileofbothvisualandperfOrmingartsinbothcountries

☆豪日間の貿易額について

(1)オーストラリアにとっては、日本は輸出国として第一位の国である。鉄鉱石やボーキサイトなど

からはじまり、羊毛や食肉など一次産品が多いところに特徴がある。ここで少し統計によってオース

トラリアと日本の関係を確認する。

オーストラリアの調査によれば、2000年の貿易輸出入総額で日本は第一位にある。しかしどちら

がより多く輸出しているか。

「貿易内訳一オーストラリア2000年（CompositionofTrade‐Australia2000)」

オーストラリアの主要貿易相手国

主要貿易相手国(輸出入総計） 輸出入総額(豪ドル）

１ 日本 372億

２．米国 341億

３．中国 151億

４．韓国 139億

５．ニュージーランド '''億

６．イギリス 107億

７．シンガポール 96億

８．台湾 91億

９．ドイツ 72億

１０．マレーシア 66億

(オーストラリア大使館ＨＰより引用）

(2)日本の商務省データを見ると、貿易額一般については、オーストラリア側の１２％以上の輸出超過

になっている。

オーストラリアへ輸出と輸入（総務省統計局統計センター）
（単位１００万米ドル）

輸出 輸入

該当年度 1９９７ 1998 1999 1997 1998 1999

62,910 55,901 56,082 65,892 64,630 69,114

(総務省ＨＰより引用）
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(3)在日オーストラリア大使館PublicAffairsSection広報部（2001年６月１９日）の報告では、輸出

218億豪ドルに対して、輸入153億豪ドル、４２％の輸出超過になっている。

「オーストラリア連邦政府外務貿易省が発表した貿易関連資料によると、日豪貿易額は2000年に

２０パーセント以上の伸びを示し、新記録を達成しました。レポート（｢貿易内訳一オーストラリア

2000年（CompositionofTrade-Australia2000)｣）によると、日本は依然、オーストラリアにとり

米国を凌ぐ最大の貿易相手国となっています｡2000年の日豪貿易総額は372億豪ドルとなっており、

これはオーストラリア全貿易額の16パーセントを占めています｡オーストラリアにとり日本は最大

の輸出市場であり、対日輸出額は31パーセント伸びて218億豪ドルを記録しました。この数字は

オーストラリア全輸出額の20パーセントにあたります。

日本への主要輸出品目としては、石炭、鉄鉱石、アルミニウム、液化天然ガス（LNG）および液

化石油ガス（LPG)、牛肉等が挙げられます。さらに石油精製品、化学製品、エンジン、車関連部

品、製造品の対日輸出は、新記録を樹立しました。また酪農品や海産物などの加工食品の輸出も、

記録的数字となりました。統計によると、オーストラリアの日本からの輸入額は2000年に12パー

セント増加して153億豪ドルとなりました。日本からの主要輸入品目には、乗用車や輸送用自動車、

自動車部品、コンピューター等が含まれます｡」（プレス・リリースTK31/2001）

(4)以下に経年推移を示したが、商品としての芸術文化は、美術工芸品はMerchandiseexports、舞

台芸術はServicesexportsに含まれるために区別不明である。一般論としては、商品にはデザイン

性が伴う。自動車や電化製品は、デザインで売る時代である。オーストラリアは日本へ一次資源の

輸出をし、日本からは完成品を輸入しているために、印象としては文化的輸入が多いように見える

が、実態は量的にも質的にも少ない。日本から海外へ出かける芸術家の統計があるが、lOO件に満

たない。

Australia'stradewithJapan
（$Ａbillion）

１９９５１９９６１９９７１９９８１９９９２０００ＧｒｏｗｔｈＴｒｅｎｄ＊

Merchandiseexports１６．６１５．６１６．８１７．４１６．７２１．８４．７

Servicesexports３．４３．８３．７３．４３．２３．６０．９

Totalexports ２０．０１９．４２０．５２０．８１９．９２５．４３．７

Merchandiseimports１２．０１０．２１１．４１３．３１３．６１５．３６．６

Servicesimports １．６１．５１．４１．５１．９２．０５．６

Totalimportl36１１．７１２．８１４．８１５．５１７．３６．５

（Trendgrowthfortheperiodl995-2000.Source：AustralianBureauofStatistics）
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(5)日本から海外公演のために出国する芸術家＆団体数

Japaneseartistsandbodieswhogoabroad

theatre

classicballet

opera

dance

entertainment

interdisciplinary

２
９
２
３

２ ４
２
５

２

(6)両国のアーツ･マーケット

ここで視点を変えて、芸術マーケットの規模を確認してみよう。日本の市場規模は、通産省（現総

務省）の『レジャー白書』によれば、以下の通りである。すなわち、舞台芸術のチケット販売額は、

1997年で3,510億円。参考までにスポーツ観戦チケットの場合は1,260億円である。オーストラリアの

場合は、３億4180万豪ドル（約205億円)。参考までにスポーツ分野では、施設利用という定義での

収入は、７億9630万豪ドル（約478億円）である。舞台芸術の市場規模は、金額では、オーストラリ

アは日本の19分の１（約5.8％）である。

しかし国内総生産（GDP*）は、日本は1999年度で約512兆円規模、オーストラリアは約37兆円規

模である。両国のチケットマーケットの対国内総生産に占める割合は、正確にいえば、3510億円／

512兆円：205億円／37兆円であり、比率からすると、１．２４：ｌになり、２４％程度日本の方が消費高

の比率が多い。しかしこれは日本のチケットの値段が相対的に高いことを考え合わせれば、ほぼ同じ

か、逆に低いかも知れない。

＊国内総生産（GDP）の定義は、総務省統計局によれば、「国内」における当該期間の各種の最終支出の合計値で

ある。すなわち，国内総生産（GDP）額は国内総支出（GDE）額に等しい。この場合の最終支出とは、「財貨・

サービスの輸出｣、「財貨・サービスの輸入｣、「民間最終消費支出｣、「政府最終消費支出｣、「固定資本形成｣、「在

庫品増加」からなる。

オーストラリアから見ると、日本の市場は確かに量的には約20倍である。また人口を係数として比

較すると、国民ｌ人当たりの比率は、２．５：ｌとなり、単純比較では日本の方が150％ほど多く消費す

る。これは日本人の方がより芸術的消費をしているということを意味するだろうか。

ＧＤＰの0.068％とは、国民１人が年に１回、劇場に足を運ぶだけの数字である。単純計算でチケッ

ト販売の総額を人口で割れば､一人当たり2700円になる。これは商業ベースの芸術鑑賞に届かない金

額である。そして実際に１年に１回でも劇場に足を運ぶ延べ人数（映画芸術含む）を分母にすると、

その数値は約5000円になるが、これは商業ベースの演劇鑑賞１回分にしか該当しない。オーストラリ

アにあっても同様である。年間チケット売上高を人口で割れば国民ｌ人当たり、１０７９円（約17豪ド

ル）の消費になる。これは商業ベースの劇場鑑賞に届かない。やはり日本同様、その倍額を支払わね

ばならない。両国のチケット料金の相場を考えれば、日本で2700円のチケットは、オーストラリアで
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は約１７ドル（1079円）で買えるチケットと同じくらいである。多くの旅行者が経験してきたように、

オーストラリアの舞台芸術のチケットは日本に比較してかなり安い。これはヨーロッパについても同

じ事が言える。これは政府の対文化支援の差でもある。日本の文化支援は基本的に事業ごとの補助金

であり、制作費全体の１０％から30％の範囲である。これに対してドイツのオペラハウスの場合、そ

の逆になっている。チケット収入が30％で残りが政府の負担となっている。つまり日本の文化支援の

現状を考えれば、両国の文化消費事情はそんなに変わっているわけではない。日本の方が恵まれてい

る（より多く芸術鑑賞を楽しんでいる）ということを意味しない。日本は1980年代後半から1990年

代初頭にかけてバブル経済を経験した。しかし文化消費が輪をかけて増加したわけではない。観客動

員でもチケット販売総額でも大きな変化はない。ただし不思議なことにバブル経済崩壊以後、動員数

は変化しないが、チケット販売総額が増加している。デフレ現象すら発生しているのに、チケット単

価が高くなっているからである。国民は、質の高い鑑賞であればチケット値段が高くても購入する時

代が到来している。しかし繰り返すが、観客動員数は増加していない。社会階層の２極化（貧富の差

の拡大）が進んできたことを示している。

各種統計

ｌ・日本の文化消費Marketofleisure（audienceofsports＆arts）

sports
clnema

theatre

varietyshow
muSlC

finearts

perfOrmingartsのみ
Ａｒｔｓのみ

generaltotal

１９８２

690

1,690

８６０

290

1,500

500

2,650

4,840

5,530

1985

800

1,730

９４０

３００

１，１７０

430

2,410

4,570

5,370

1988

1,020

1,620

1,050

240

1,620

470

2,910

5,000

6,020

1991

1,190

1,630

1,140
270

1,660

490

3,070

5,190

6,380

－４０－

100,000,000yen/unit

l993１９９４1997

1,4001,3701,260

1,6401,5401,770

1,1901,1301,300
２９０３００２８０

1,8501,8901,930
５４０５８０570

3,3303,320３，５１０

５，５１０5,4405,850

6,910６，８１０７，１１０

『レジャー白書』より作成



370.5

１１８．７

756.0

1245.2

PｅｒｆＯｒｍｉｎｇａｒｔｓ
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ｌ５０

３１５

Services

tothearts

３６９

Musicandtheatre

production
８８１

４８

Total

l399

３６２

BusinessesatendJune（no.）

PerfOrmingartsspaces（no.）

Industrygrossproduct（$、）

ＥｍｐｌｏｙｍｅｎｔａｔｅｎｄＪｕｎｅ

64.8４０１．１

Workingproprietorsand
parmers（no.）
Employees（no.）
Total（no.）

８７

１５８９

１６７６

442

12918

13359

354

5727

6082

5601

5601

223.5

lｎｃｏｍｅ

－４１－

Govemmentfimding（$、）
Incomefromboxoffice（$、）

Otherincome（$、）
Total（$、）

26.1 294.3

３４１．８

645.2

1281.3

179.3

264.9

150.0

594.3

８８．９

76.9

165.8

331.6

329.4

355.5

(ABS資料（統計局）より引用）

Expenses

３．日本の観客動員数audienceofwatchingsports＆perfOrmances

Labourcosts（$、）

Contractpaymentsto

perfOrmers/artists（$、）
Otherexpenses（$、）
Total（$、）

105.2

7.2

208.0

320.4

４２．０

78.7

212.2

332.9

2．オーストラリアの文化消費

223.2

32.8

335.8

591.8

1991

2,090

2,810

1,220

520

2,200

1,570

6,750

1989

1,980

3,060

1,300

570

2,130

1,460
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２
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☆☆欧米とのシェアの比較

sports
clnema

theatre

varietyshow
muslc

finearts

PerfOrmingartslnclｕｄｉｎｇｃｉｎｅｍａ

舵
３
０
３
８
６
８
９
８
１
３
３
３

９
１
１
１
１
１

１肌
３
０
７
２
４
６
３
７
３
５
３
４

１
１
１
１

９１

100,000,000yen/unit

l993１９９５１９９７

2,150２，０３０1,850

3,130３，０００3,020

1,3301,2401,360

６２０５７０５００

2,2902,2002,140

1,730１，７１０1,540

7,370７，０１０7,020

(総務省『レジャー白書』より作成）

Australia
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France
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Russia

China

Korea
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Canada
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３
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Tomakethisfigure,IusedthedataofJapanesegovemmenｔ（theministryofInternationaltrade

andindustry；theprimeminister，soffice）andJapancenter,PacificBasinArtsCommunication．

日本における海外芸術のマーケットの占有率を見ると、２つのグループが全体の80％を占めている

ことがわかる。

第１のグループは、欧米とロシアである。フランス、アメリカ、ロシアはいずれも２０％前後の占有

率を誇る。英国は年によって波がある。1994年について言えば、17.2％であったが、1996年は１０％

を切る状態である。1994年以後、来日数が低下している。

第２のグループは近隣諸国の中国、韓国である。距離が近いために遠征経費が安い。文明的に近い

こともあるが、そのことよりもアジア芸能への関心の高まりによって増加した。

オーストラリアの来日公演数は年間数件でしかない。シェアはコラボレーションも入れても３％に

達しない。この数値を英国水準にすることができれば、あるいはアメリカのように20％の大台に乗せ

ることができれば、収入増はたいへん大きいものになるだろう。しかしそれを実現するための経費も

莫大ではないだろうか。日本における外国芸術の舞台公演はここ１０年間、市場規模に変化がない。つ

まり先行者のシェアを奪うことによってしか拡大を計れないことを意味している。

ただしこれは既存の芸術を前提としている考え方である。もし先行者の芸術にないものを持ち込む

のであれば、その市場はまったく別物だろう。

来日芸術家＆団体の総数は、年間１００件前後を推移している（*)。ｌステージ’億円以上の興行(世

界的オペラ歌手、アメリカの有名ポップシンガーの来日などがそうであるが）から数百万円のものま

で舞台公演の規模は様々である。また舞台公演ではなく、ワークショップなど予算規模が百万円規模

ですむものもある。１件の売上高を仮に平均’億円と計算しても全体では100億円にしかならない。

チケットマーケットの総額3510億円の３％以下である。その狭いマーケットの占有率（シェア）の競

争に勝つための費用を考えると、日本へ自国芸術を輸出することは、商売として考えると採算が取れ

るかどうか疑問である。もちろん、芸術家は、ツアー先を一つ増やせば、生活が楽になるということ

はある。芸術家の支援として大切であるが、国家規模の財政にプラスになるほどのことではないとい

うことである。芸術文化の貿易とは本質的に交流事業であって、その支出は公的便益性によってしか

購われないということである。

(*）ここには、労働査証（ビザ）ではなく観光ビザで入国して、日本各地のクラブやバーでダンサーやミュージ

シャンとして稼いで帰国する一種の不法一時就労者は含まれない。その数は相当であろうが、非合法である

ために公式統計がない。

－４２－


